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が８月１７日
に開催され

、

大勢の方で
賑わいまし

た。

ほら見て！！

僕が捕ま
えたんだ

よ



農
業
情
報
た
っ
ぷ
り
。

暮
ら
し
と
経
営
に
役
立
つ
農
業
情

報
や
、
全
国
各
地
の
元
気
で
特
徴
あ

る
明
る
い
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
が

掲
載
。
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事
務
局
へ

8月29日に京丹波町の「農事組合法人京丹波ほたるの里」に視察研修
に行きました。
農機具の格納庫や鳥獣被害対策の現場視察ののち、京丹波町安井公民
館にて、スライドを使いながら組合が設立されるまでの経過や設立後の
取組み、現状と課題などについて説明を受け、その後役員の方々と意見
交換をしました。
「京丹波ほたるの里」は、農業者の高齢化や担い手不足が課題であった隣合う安井地区と塩田谷地区で、「集落営
農が必要ではないか」との声があがったことをきっかけに100回以上の準備委員会をへて平成19年9月に農事組合法
人として設立されました。

農作業に関わる人の確保や人材育成、農商工連携の具体化、さらには非組合員
の理解を求めるなど、数々の課題はあるものの「美しいふるさとをみんなの力で
守っていこう!」を合言葉に水稲や黒大豆などを生産されています。またその他
にも、消費者との交流イベントを開催するなど地域の特色に応じた活動やPRも
されています。
二つの地区が協力し、設立された組合が、
コストダウンを図りながら集団で楽しく、作
業を効率的に行うなど役員を中心に検討を重

ね、イキイキと農作業をされている様子や美しい水や環境をみんなの力で守ろう
という姿勢に共感しました。

11月10日（月）から14日（金）の5日間、農地の利用状況調査を実施します。
主な対象地は平成25年度の耕作放棄地としていますが、無断転用や遊休荒廃農地の早期発見や農地の現状把握を
行い、早期改善に向けて所有者の理解と協力を求めることとしています。
※調査に伴い、必要に応じて農地に立ち入ることがありますので予めご了承ください。

視察研修を実施しました。

荒廃農地の発生・解消状況に関する調査を実施します。
ご理解とご協力をお願いいたします。

農業情
報が満

載！

～全国
農業新

聞を購
読しま

せんか
～

スライドによる説明を
受ける

意見交換

農機具について熱心に
説明を受ける
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補助限度額 対　象　経　費

事業① 上限50万円 特産品開発施設もしくは農林水産物加工所の改修または農林水産品加工機械の更新などに要する経費

事業② 上限20万円 特産品または農林水産加工品のPR活動やHPの更新などの情報発信に要する経費

事業③ 上限10万円 特産品または農林水産加工品に係るパッケージ、シールなどの製作に要する経費

南丹市で生産した安全で高品質な農林水産物を多くの方々に提供及び情報発信し、それらの価値や魅力を伝

え、南丹市をPRしていただいている生産者を支援するため、「南丹ブランド推進事業助成金交付事業」を実施

しています。地域の農林水産物を活用した加工品や特産品を開発し、その魅力や価値を全国に発信する取組を通

じて地域振興に寄与できると見込まれる団体の事業が対象となります。

第2期募集期間：平成26年12月10日（水）まで

第3期募集期間：平成27年1月5日（月）から平成27年2月27日（金）まで

提出方法：必要書類を作成し、農政課もしくは各支所産業建設課まで

【補助率】補助対象経費の2分の1以内　【対象経費および補助限度額】

農業委員会では、農作業等を通して食育の推進を目的とする事業を３名の女性委員を

中心に進めていますので事業の一部を紹介します。

晴天に恵まれた6月4日、西本梅小学校3年生の8名と黒豆の種まきをしました。「半分

は枝豆で、あとの半分はきな粉にしよう。」と計画を立て、一粒ひとつぶ丁寧に種をまき

ました。児童達のまいた種は、1週間後には土を割って立派な芽が顔を出し、その後も順

調に大きく生長していきました。そして、夏休み前の７月１５日暑い中、児童達は汗をブル

ブル流しながら、黒豆の生長と共にワサワサと生えた雑草を一生懸命引きました。8月、

台風12号の接近で少し水害にあったものの、児童の想いが届いたのか大きな被害にはな

らず黒豆は順調にプクプクと育っていきました。

秋風が心地よく感じるようになった9月16日、10月中頃に収穫時期を迎える黒豆の枝

豆より一足早く紫ずきんの枝豆を収穫してもらうことにしました。夢中になって収穫す

る児童達からは、「わ～ぁ。１本にいっぱい枝豆がなってる。」「ポンポンにふくらんで

る。」など、口々に収穫を喜ぶ声が聞こえてきました。事前に収穫した枝豆を塩ゆでし

ておき、収穫後にみんなで食べると、「さっき給食を食べたのにこれは別腹や！おいしい

なぁ～。」と満面の笑みを浮かべながら秋の味覚に舌鼓みする児童達の姿があり、改め

て食の持つパワーを感じました。「今度は黒豆の枝豆を食べて、その他はきな粉にしよ

うなぁ～。」と約束をして大きな袋を抱えて学校へ帰っていく児童達を見送りました。

相談及び問合せ先　南丹市農林商工部 農政課　☎0771-68-0060
※制度活用についての詳細は、農政課にお問い合わせください。
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4

南
丹
市
美
山
町
向
山
は
、
国
道
27
号
線

を
京
丹
波
町
升
谷
か
ら
美
山
町
に
向
か
っ

て
由
良
川
を
右
に
眺
め
な
が
ら
大
野
ダ
ム

公
園
を
過
ぎ
て
車
で
約
２
〜
３
分
の
と
こ

ろ
で
す
。
由
良
川
に
架
か
る
新
向
山
橋
を

渡
っ
た
所
を
中
心
に
20
戸
の
家
が
点
在
す

る
集
落
で
、
ほ
と
ん
ど
の
家
が
兼
業
農
家

と
し
て
、
主
に
米
と
自
家
野
菜
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

集
落
に
行
っ
て
み
る
と
、
斜
面
が
続
く

畑
地
で
高
齢
の
方
が
、
鍬
を
用
い
て
一
打

一
打
し
な
が
ら
豆
を
育
て
て
お
ら
れ
、
少

し
話
を
う
か
が
っ
て
み
る
と
、
「
大
野
ダ

ム
が
完
成
す
る
昭
和
30
年
代
後
半
ま
で
こ

の
地
は
、
車
が
由
良
川
に
よ
り
走
行
が
ま

ま
な
ら
ず
、
全
て
手
作
業
で
生
活
を
守
っ

て
き
た
。
」
と
の
こ
と
。

『
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
の

手
で
守
る
。
』
そ
ん
な
団
結
力
と
そ
れ
ら

を
支
え
る
強
い
絆
を
感
じ
ま
し
た
。

向
山
で
は
、
古
く
か
ら
有
害
鳥
獣
被
害

対
策
に
共
同
で
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し

た
。
金
網
フ
ェ
ン
ス
や
電
柵
を
自
費
で
設

置
さ
れ
る
な
ど
、
二
重
三
重
の
防
護
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
30
年
以
上
前
か
ら
京
都
府
の
指

導
で
、
20
人
の
女
性
た
ち
が
、
当
時
美
山

町
で
は
初
め
て
「
み
そ
」
の
加
工
販
売
を

手
掛
け
て
家
計
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
近

年
は
、
若
手
農
業
者
達
が
先
人
達
を
手
本

に
「
ゆ
ず
」
の
栽
培
、
加
工
、
販
売
を
目

指
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

新向山橋

南丹市美
山町

　向山集
落を訪ね

て

地域農業の発展を目指し、力強く活
動されている団体や個人の農業者をシ
リーズでお送りしております。
今回は、美山町内での個人や団体の
活動を紹介します。　

あの人この団体!あの人この団体!あの人この団体!

地
域
の
概
要

農
業
へ
の
取
り
組
み
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〜
福ふ

く
い井

悠ゆ
う
き樹

さ
ん
の
手
記
よ
り
〜

私
が
農
業
に
思
い
を
募
ら
せ
た
の
は
20

歳
の
時
で
し
た
。
農
作
物
が
育
つ
過
程

を
、
母
か
ら
日
々
見
聞
き
す
る
中
で
学
び

ま
し
た
。
専
業
で
農
業
を
し
て
い
る
母
を

手
伝
う
う
ち
に
、
野
菜
作
り
の
魅
力
に
ひ

か
れ
、
本
格
的
に
就
農
を
希
望
し
て
農
業

技
術
者
か
ら
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
、
研
修
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
実
践
農
場
研
修
で
、
『
九
条

ね
ぎ
』
と
『
み
ず
菜
』
の
栽
培
技
術
を
学

ん
で
い
ま
す
。

農
業
で
生
計
を
立
て
る
事
は
、
大
変
厳

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
二
年
間
の
研

修
で
学
べ
る
限
り
の
事
を
吸
収
し
て
、
就

農
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。私

は
、
「
若
い
の
に
農
業
を
し
て
楽
し

い
か
？
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
迷
う
こ
と
な
く
「
楽
し
い
で
す
。
」
と

お
答
え
し
て
い
ま
す
。
農
業
を
始
め
る
の

に
年
齢
は
関
係
な
い
と
思
い
ま
す
。
若
い

か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る

は
ず
。

私
は
、
水
と
緑
の
美
し
い
自
然
豊
か
な

美
山
町
で
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
お
い
し

く
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る
野
菜
を
作
り
続

け
届
け
て
い
く
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
夕
涼
み
会

〜
手
作
り
の
お
も
て
な
し
〜

（
主
催
：
向
山
区
有
志
の
会
）

８
月
15
日
『
夕
涼
み
会
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
帰
省
し
て
い
る
人
も
参
加
し
て

夜
店
な
ど
、
手
作
り
の
お
も
て
な
し
を
企

画
。ス

テ
ー
ジ
は
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
荷

台
。
ユ
ニ
ー
ク
な
設
営
で
音
響
も
照
明
も

全
て
が
手
作
り
。

今
年
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
で
は
、西
表
島

の
三
味
線
ア
ー
テ
ィ
ス
ト『
ま
ー
ち
ゃ
ん
う
ー

ぽ
ー
＆
風
人
ブ
ド
ゥ
リ
太
鼓
』が
沖
縄
の
歌

と
踊
り
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
夏
の
夜
空
に
笑
顔
の

花
火
を
打
上
げ
て
い
ま
し
た
。

まーちゃんうーぽー＆風人ブドゥリ太鼓

向山の女性グループ７人が、子どもから大人まで誰も
が手軽に食べられる“食”として用意したのがオリジナ
ルのミニお好み焼き「むかいやまやき」です。
ベーコン、キャベツ、天かす、紅ショウガが入って、
目玉焼きで天盛りし、しょう油のタレと青のり、粉かつ
おで仕上げます。
ボリューム満点！調理時間が短くイベントに最高！
おもてなしの心を感じる一品は、美味でございました。

【
取
材
：
梅
津
義
明 

委
員
】

「水菜」の栽培をする福井悠樹さん

い
き
い
き
若
手
農
業
者
を
訪
ね
て

地域うまいもん！ 〜『むかいやまやき』〜

イ
ベ
ン
ト
訪
問



　
良
食
味
米
の
生
産
と

　
　
　
　
基
幹
品
種
を
求
め
て

その14

食 農業と

地域を越えた農業振興

京
都
府
中
丹
・
南
丹
地
域
の
特
産
米
と

し
て
『
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
』
を
奨
励
品
種
に
編
入

し
て
23
年
が
経
ち
、
今
日
ま
で
計
画
的
な

生
産
拡
大
を
進
め
水
稲
主
要
品
種
の
一
角

を
し
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、『
キ
ヌ
ヒ
カ

リ
』
は
初
期
の
分
け
つ
が
旺
盛
で
な
い
こ

と
や
、
収
穫
が
遅
れ
た
時
に
高
温
多
雨
の

条
件
が
重
な
る
と
、
穂
発
芽
す
る
こ
と
が

あ
る
事
か
ら
、
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
地
域

に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
が
、
気
象
や
土
壌

条
件
に
応
じ
た
栽
培
技
術
確
立
に
向
け
、

水
管
理
、
肥
料
の
効
果
、
カ
メ
ム
シ
の
防

除
の
ポ
イ
ン
ト
、
収
穫
期
の
判
定
等
栽
培

に
当
た
っ
て
は
、
失
敗
し
な
い
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
を
基
本
技
術
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

「
き
ぬ
む
す
め
」
は
、
平
成
４
年
に
九

州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で
育
成
さ

れ
、
名
前
の
由
来
の
通
り
『
キ
ヌ
ヒ
カ

リ
』
と
『
祭
り
晴
』
を
両
親
に
持
つ
キ
ヌ

ヒ
カ
リ
の
娘
で
す
。

温
暖
化
に
よ
る
米
の
品
質
向
上
対
策
と

し
て
、
試
験
栽
培
に
取
り
組
み
本
年
度

（
平
成
26
年
）
に
つ
い
て
は
、
広
域
営
農

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
丹
波
管
内
で
は
８
ヶ

所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

作業風景

※詳しくは南丹農業改良普及センターまたは、JA京都各支店生産課へお問合せください。
資料提供：南丹農業改良普及センター・ＪＡ京都営農部　　【取材：梅津義明 委員】

新
品
種
、
京
都
丹
波
米

『
き
ぬ
む
す
め
』
試
験
栽
培
続
く

~『キヌヒカリ』の栽培ポイント！~
★水 管 理／植付直後　深水管理、中干しと浅水管理、出穂期　深水管理
★肥料の効果／元肥（代かき又は植付直後）
　　　　　　穂肥（初回は出穂の20日前）（2回目は出穂の10日前）
★カメムシ防除
　のポイント／出穂20日前の草刈は必ず実施し出穂後薬剤を散布

★適期刈取／5月上旬、中旬植　出穂後40日
★食　　味／冷めても変わらないことから、お弁当、すし、おにぎり等専門家に好まれる傾向にある

6



消
費
者
に
提
供
す
る
の
は
当
た
り
前
で

す
。
消
費
者
の
口
に
入
る
ま
で
、
責
任
を

持
っ
て
生
産
し
な
け
れ
ば
当
て
に
し
て
も

ら
え
な
い
時
代
で
あ
る
と
痛
切
に
感
じ
ま

し
た
。

【
取
材
：
塩
貝
孝
司 

委
員
】

まちかど通信まちかど通信まちかど通信

レ
ス
ト
ラ
ン
が

　
　
　
　

自
家
栽
培
に
挑
戦

南
丹
市
八
木
町
神
吉
地
域
で
、
平
成
26

年
５
月
よ
り
食
品
会
社
の
㈱
菊
岡
夫
婦
社

が
農
地
の
貸
借
で
約
20
㌃
を
借
り
、
自
社

経
営
の
タ
イ
料
理
の
原
材
料
に
欠
か
せ
な

い
パ
ク
チ
ー
（
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
）
の
栽
培

の
取
り
組
み
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

国
内
で
の
生
産
量
が
少
な
く
、
年
々
そ

の
材
料
確
保
が
難
し
く
な
る
た
め
、
新
鮮

で
安
定
的
に
材
料
を
確
保
し
、
か
つ
安
価

に
入
手
す
る
対
策
と
し
て
自
家
栽
培
方
法

を
検
討
。
そ
の
た
め
の
農
地
確
保
に
つ
い

て
南
丹
市
農
業
委
員
会
に
相
談
さ
れ
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
南
丹
市
八
木
町

神
吉
地
域
内
の
農
家
で
、
農
地
の
借
り
手

を
探
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
を

し
、
現
地
の
案
内
を
し
ま
し
た
。

神
吉
地
域
は
、
ハ
ウ
ス
栽
培
に
よ
る
み

ず
菜
・
九
条
ね
ぎ
・
ト
マ
ト
等
の
京
野
菜

の
栽
培
が
盛
ん
で
、
葉
物
野
菜
に
適
し
た

農
地
で
在
る
こ
と
を
自
ら
確
信
し
、
神
吉

地
域
の
皆
さ
ん
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

こ
の
地
で
の
自
家
栽
培
の
決
意
を
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
新
規
就
農
の
方
々

が
神
吉
地
域
で
の
農
業
経
営
を
切
望
さ

れ
、
地
域
の
活
性
化
が
進
む
こ
と
を
願
い

ま
す
。

【
取
材
：
小
川
幸
雄 

委
員
】

谷
口
さ
ん
は
、
南
丹
市
日
吉
町
胡
麻
地

域
で
、
両
親
と
仕
事
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
京
野
菜
と
し
て
販
路
の
安
定
し
た
壬

生
菜
の
ハ
ウ
ス
栽
培
な
ど
に
取
組
み
、
専

業
農
家
と
し
て
堅
実
な
農
業
経
営
を
進
め

て
い
ま
す
。

早
朝
５
時
半
。
谷
口
さ
ん
の
茄
子
畑
に

お
邪
魔
す
る
と
、
す
で
に
谷
口
さ
ん
夫
妻

は
仕
事
に
と
り
か
か
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
日
頃
か
ら
「
そ
つ
」
の
な
い
働
き
ぶ

り
に
は
、
誰
も
が
関
心
し
て
お
り
、
夫
の

パクチー栽培の様子
「なすび」栽培をする

谷口成生さん・いつ子さん夫妻

安
心
安
全
な
京
の
伝
統
野
菜

日
吉
町
胡
麻　
　
　
　
　

谷た
に
ぐ
ち口　

成し
げ
お生
さ
ん

成
生
さ
ん
は
収
穫
作
業
、
妻
の
い
つ
子
さ

ん
は
虫
を
探
し
て
捕
殺
し
、
食
害
の
葉
の

除
去
や
整
枝
と
手
慣
れ
た
動
き
で
し
た
。

い
つ
子
さ
ん
の
作
業
は
、
無
農
薬
栽
培
の

要
と
な
っ
て
お
り
、
最
も
重
要
な
作
業

で
、
有
機
肥
料
も
切
ら
さ
ず
施
用
し
て
い

ま
す
。

管
理
で
大
切
な
の
は
、
「
定
植
後
生
育

初
期
の
地
温
管
理
と
湿
度
管
理
で
す
。
」

と
話
す
一
方
で
、
愛
情
を
込
め
て
育
て
た

茄
子
が
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に
遭
い
、

「
朝
来
て
み
た
ら
喰
わ
れ
る
わ
、
枝
を
折

ら
れ
る
わ
で
大
損
害
で
し
た
。
次
の
枝
が

出
そ
ろ
う
ま
で
時
間
が
か
か
り
、
な
か
な

か
気
持
ち
も
立
ち
直
れ
な
か
っ
た
。
」
と

い
う
お
話
も
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
や
安
心
安
全
で
お
い
し
い
食
べ
物
を

八
木
町
神
吉　
　
　
　

　
　

㈱
菊き
く
お
か
め
お
と
し
ゃ

岡
夫
婦
社栽培しているコリアンダー

7
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　とにかく広い南丹市。

　南丹市のあちらこちらでは、その地域ならではの面白く、

楽しい、また興味深い取り組みがされています。

　そんな南丹市の、あっちこっちのできごとを紹介します。

実りの秋を迎え、農家は大忙しの毎日です。夏の度重なる雨で収穫に影響が出ていないか心配
です。また、大雨による被害を受けられた方々には心からお見舞い申し上げます。

南
丹
市
立
大
野
小
学
校

　〜
私
た
ち
が
育
て
た
「
お
米
」

朝
倉
神
社
の
『
大
杉
』

「
畑
川
ダ
ム
（
京
丹
波
町
）
」
を
訪
れ
て

　
さ
わ
や
か
な

秋
晴
れ
の
午

後
、
大
野
小
学

校
の
先
生
と
児

童
の
皆
さ
ん

が
、
学
校
近
く

の
田
ん
ぼ
で
地

元
農
家
の
方
と

稲
刈
り
を
体
験

し
て
い
ま
し

た
。

　
大
野
小
学
校

で
は
、
こ
の
他

に
野
菜
も
栽
培

し
て
お
り
、
作

物
の
成
長
と
共

に
大
き
く
な
る
「
大
野
の
子
」
の
た
く
ま
し

さ
を
感
じ
ま
す
。

今
で
は
機
械
化
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
見
る
こ

と
が
な
く
な
っ
た
鎌
で
稲
を
刈
り
、
束
ね
て

稲
木
に
干
す
と
い
う
作
業
を
し
て
い
ま
し

た
。そ

こ
に
は
、
約
0.5
反
の
ほ
場
で
最
後
ま
で

根
気
よ
く
頑
張
る
児
童
の
姿
が
あ
り
、
食
育

の
原
点
で
あ
る
地
産
地
消
の
風
景
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。

【
取
材
：
梅
津
義
明 

委
員
】

こ
の
大
杉
は
、
園
部
町
千
妻
の
朝
倉
神
社
の

神
木
と
し
て
、
古
く
か
ら
地
域
の
人
々
に
親
し

ま
れ
保
護
さ
れ
、
そ
の
間
い
く
度
か
の
落
雷
災

害
に
も
耐
え
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

天
保
10
年（
１
８
３
９
年
）の「
奉
買
請
御
帳

木
之
事
」
と
い
う
買
受
証
文
に
は
、千
妻
村
の

人
々
が
山
方
奉
行
か
ら
当
神
社
の
神
木
と
し
て

10
両
２
分
で
買
い
取
っ
た
こ
と
や
、当
時
こ
の
杉

は
、幹
回
り
が
１
丈
５
尺
２
寸（
４
．６
ｍ
）で
あ
っ

た
事
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
府
に
は
、こ
う
し
た
神
木
は
多
い
が
、そ

の
う
ち
で
も
最
大
と
い
え
る
巨
木
で
あ
り
、天
保

10
年
か
ら
今
日
ま
で
に
幹
回
り
が
11
ｍ
余
り
と

な
っ
て
お
り
、１
７
５
年
余
り
の
期
間
に
６
，４
ｍ

増
大
し
、今
も
成
長
し
て

い
る
貴
重
な
樹
木
で
す
。

昭
和
58
年
に
は
、京
都

府
指
定
文
化
財（
天
然
記

念
物
）と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
取
材
：
藤
田
瑞
穂
委
員
】

京
都
府
内
に
は
大
き
な
ダ
ム
が
５
か
所
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
、南
丹
市
に
は
、水
資
源
機
構
所
管
の「
日
吉

ダ
ム（
日
吉
町
）」と
京
都
府
所
管
の「
大
野
ダ
ム（
美
山

町
）」が
あ
り
、京
丹
波
町
に
は
、平
成
25
年
３
月
に
完
成

し
た
京
都
府
所
管
の「
畑
川
ダ
ム
」が
あ
り
ま
す
。

「
日
吉
ダ
ム
」
と
「
畑
川
ダ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
も
南
丹
市
日
吉
町
・
八
木
町
の
一
部
の
地
域
が
水

源
地
域
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、
欠

か
せ
な
い
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ダ
ム
に
よ
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
が
図

ら
れ
、
ま
た
下
流
地
域
の
保
全
に
大
き
な
役
目
を
は
た

し
て
い
ま
す
。

ダ
ム
は
、
次
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

①
河
川
の
洪
水
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
河
川
流
量

　
　
の
調
整

②
水
道
用
水
や
灌
漑
用
水
を
確
保
し
安
定
し
た
水
の

　
　
供
給

③
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
水
力
発
電
に
活
用

④
河
川
環
境
保
全
と
し
て
、

　
渇
水
時
の
維
持
流
量
の
確

　
保

　
み
な
さ
ん
も
、
大
き
な
湖

面
の
風
景
を
、
紅
葉
で
き
れ

い
な
時
季
に
散
策
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

【
旅
人
：
小
川
幸
雄 

委
員
】

委 員 ぶ ら り 旅委 員 ぶ ら り 旅委 員 ぶ ら り 旅

（中野貞一 委員)

も
く
も
く
のの
こ
と
こ
と

か
い
う
け
た
て
ま
つ
る
ご
ち
ょ
う

か
い
う
け
た
て
ま
つ
る
ご
ち
ょ
う


